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(百万円未満切捨て)

１．2026年６月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年７月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年６月期中間期 14,550 12.5 1,828 124.7 1,938 129.7 1,351 61.8

2025年６月期中間期 12,936 1.0 813 △9.6 844 △20.7 835 12.9
(注) 包括利益 2026年６月期中間期 1,453百万円( 175.1％) 2025年６月期中間期 528百万円( △33.6％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年６月期中間期 240.66 －

2025年６月期中間期 148.70 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年６月期中間期 26,326 22,423 85.2

2025年６月期 25,075 21,601 86.1
(参考) 自己資本 2026年６月期中間期 22,423百万円 2025年６月期 21,601百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年６月期 － 0.00 － 112.50 112.50

2026年６月期 － 0.00

2026年６月期(予想) － 112.50 112.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年６月期の連結業績予想（2025年７月１日～2026年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,700 8.6 2,700 27.3 2,900 33.5 2,000 16.2 356.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年６月期中間期 5,617,500株 2025年６月期 5,617,500株

② 期末自己株式数 2026年６月期中間期 1,830株 2025年６月期 1,785株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年６月期中間期 5,615,701株 2025年６月期中間期 5,615,717株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注
意事項等については、添付資料P．3「1．当中間決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の拡大を背景に緩やかな

景気回復基調が続いております。一方で、地政学的リスクの高まりや米国の通商政策の動向に加え、継続する原材

料価格等、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

鶏肉業界におきましては、主要製造コストである飼料原料価格が緩やかに下落している一方、その他人件費等の

製造コストの上昇が継続しており、今後も厳しい状況が続くものと思われます。

このような経営環境のもと、当社グループは、飼料製造段階から、飼育、鶏肉生産・加工までの全てをグループ

内で行っていくことにより、様々なお客さまのニーズに応えることを目指しております。

食品事業では、将来の生産能力増強及び効率化・省力化を企図した肥育施設の改修投資を実施し、増産体制構築

のための設備投資を順次進めております。

このような状況下、主要取引先向けの販売が順調に推移したことに加えて、鶏肉相場が堅調に推移した結果、売

上高は前年同期比13.9％の増収となりました。利益面につきましては、業務の効率化及び諸経費の削減等を推進し

たことに加えて、肥育コストが下落したため、利益面は前年同期比258.9％の増益となりました。

外食事業におきましては、2025年度中に３店舗（ＫＦＣ店舗）を出店した結果、売上高は前年同期比6.9％の増収

となったものの、利益面では新店舗が費用先行したことに加えて、人件費等の増加を受けて前年同期比12.3％の減

益となりました。

以上の結果、当社グループの業績は、売上高145億50百万円(前年同期比12.5％増)となりました。利益面につきま

しては、営業利益18億28百万円(同124.7％増)、経常利益19億38百万円(同129.7％増)となり、親会社株主に帰属す

る中間純利益は13億51百万円(同61.8％増)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 食品

売上高は121億54百万円(前年同期比13.9％増)、セグメント利益は14億47百万円(同258.9％増)となりました。

② 外食

売上高は21億49百万円(前年同期比6.9％増)、セグメント利益は１億92百万円(同12.3％減)となりました。

③ エネルギー

売上高は２億45百万円(前年同期比3.3％減)、セグメント利益は１億87百万円(同1.4％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産・負債及び純資産の状況

前連結会計年度末
当中間

連結会計期間末
増減

総資産（百万円） 25,075 26,326 1,250

純資産（百万円） 21,601 22,423 821

自己資本比率（％） 86.1 85.2 △0.9

１株当たり純資産（円） 3,846.61 3,992.96 146.35

当中間連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。

（資産）

資産合計は、263億26百万円（前連結会計年度末比12億50百万円増加）となりました。

・流動資産：現金及び預金、受取手形、売掛金及び契約資産の増加などにより12億72百万円増加

・固定資産：機械装置及び運搬具（純額）、工具、器具及び備品（純額）の減少などにより21百万円減少
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（負債）

負債合計は、39億２百万円（前連結会計年度末比４億29百万円増加）となりました。

・流動負債：買掛金、未払金の増加などにより４億15百万円増加

・固定負債：退職給付に係る負債の増加などにより13百万円増加

（純資産）

純資産合計は、224億23百万円（前連結会計年度末比８億21百万円増加）となりました。

・株主資本：利益剰余金の増加などにより７億19百万円増加

・その他の包括利益累計額：その他有価証券評価差額金の増加により１億２百万円増加

② キャッシュ・フローの状況

中間連結会計期間
増減

（百万円）2025年６月期
（百万円）

2026年６月期
（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 877 2,283 1,405

投資活動によるキャッシュ・フロー △465 △898 △432

財務活動によるキャッシュ・フロー △574 △646 △71

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ７

億38百万円（9.6％）増加し、84億71百万円（前中間連結会計期間末に比べ15億19百万円増加）となりました。各キ

ャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金収支は、22億83百万円（前年同期比14億５百万円増加）となりました。

・主な増加要因：税金等調整前中間純利益の計上19億38百万円

・主な減少要因：売上債権の増減額の増加５億63百万円、法人税等の支払額５億53百万円

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金収支は、△８億98百万円（前年同期比４億32百万円支出額が増加）となりました。

・主な増加要因：貸付金の回収による収入70百万円

・主な減少要因：有形固定資産の取得による支出９億22百万円

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金収支は、△６億46百万円（前年同期比71百万円支出額が増加）となりました。

・主な減少要因：配当金の支払額６億31百万円

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績を踏まえ、2025年８月８日の「2025年６月期決算短信」で公表しました2026年６月期の連結業績予想

を修正しております。なお、詳細につきましては、本日、2026年１月30日公表の業績予想の修正に関するお知らせ

をご参照ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,743 8,481

受取手形、売掛金及び契約資産 2,519 3,083

製品 381 391

仕掛品 682 598

原材料及び貯蔵品 1,139 1,239

その他 616 562

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 13,081 14,353

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,872 3,025

機械装置及び運搬具（純額） 2,017 1,832

工具、器具及び備品（純額） 3,256 3,179

土地 2,461 2,461

その他（純額） 278 272

有形固定資産合計 10,886 10,771

無形固定資産 27 24

投資その他の資産

その他 1,080 1,176

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 1,080 1,176

固定資産合計 11,994 11,972

資産合計 25,075 26,326

負債の部

流動負債

買掛金 480 602

未払金 1,743 1,902

未払法人税等 580 631

その他 139 225

流動負債合計 2,945 3,361

固定負債

社債 48 48

役員退職慰労引当金 67 69

退職給付に係る負債 269 281

その他 142 142

固定負債合計 528 541

負債合計 3,473 3,902
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 452 452

資本剰余金 428 428

利益剰余金 20,519 21,239

自己株式 △2 △2

株主資本合計 21,398 22,118

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 202 305

その他の包括利益累計額合計 202 305

純資産合計 21,601 22,423

負債純資産合計 25,075 26,326
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年７月１日
至 2025年12月31日)

売上高 12,936 14,550

売上原価 9,837 10,273

売上総利益 3,099 4,277

販売費及び一般管理費 2,285 2,448

営業利益 813 1,828

営業外収益

受取利息 6 13

受取配当金 8 7

持分法による投資利益 6 12

受取家賃 16 17

為替差益 － 44

その他 21 17

営業外収益合計 57 112

営業外費用

支払利息 1 0

為替差損 16 －

固定資産除却損 8 1

その他 0 0

営業外費用合計 27 2

経常利益 844 1,938

特別利益

投資有価証券売却益 371 －

特別利益合計 371 －

税金等調整前中間純利益 1,215 1,938

法人税、住民税及び事業税 386 599

法人税等調整額 △5 △12

法人税等合計 380 587

中間純利益 835 1,351

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 835 1,351
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（中間連結包括利益計算書）

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年７月１日
至 2025年12月31日)

中間純利益 835 1,351

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △306 102

その他の包括利益合計 △306 102

中間包括利益 528 1,453

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 528 1,453

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年７月１日
至 2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,215 1,938

減価償却費 827 870

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9 11

受取利息及び受取配当金 △14 △20

その他の営業外損益（△は益） △35 △34

支払利息 1 0

持分法による投資損益（△は益） △6 △12

固定資産除売却損益（△は益） 8 1

投資有価証券売却損益（△は益） △371 －

売上債権の増減額（△は増加） △473 △563

棚卸資産の増減額（△は増加） △123 △25

仕入債務の増減額（△は減少） △18 121

未払金の増減額（△は減少） 119 337

その他 56 157

小計 1,196 2,783

利息及び配当金の受取額 14 20

利息の支払額 △1 △0

賃貸料の受取額 16 17

法人税等の支払額 △367 △553

その他 19 16

営業活動によるキャッシュ・フロー 877 2,283

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,810 △10

定期預金の払戻による収入 4,810 10

有形固定資産の取得による支出 △966 △922

無形固定資産の取得による支出 △6 △0

投資有価証券の取得による支出 △6 △13

投資有価証券の売却による収入 508 －

貸付けによる支出 － △1

貸付金の回収による収入 － 70

その他 5 △30

投資活動によるキャッシュ・フロー △465 △898

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △22 △14

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △552 △631

財務活動によるキャッシュ・フロー △574 △646

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △163 738

現金及び現金同等物の期首残高 7,115 7,733

現金及び現金同等物の中間期末残高 6,952 8,471
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年７月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント 中間連結損益
計算書計上額

(注)食品 外食 エネルギー 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 10,672 2,010 253 12,936 12,936

外部顧客への売上高 10,672 2,010 253 12,936 12,936

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ － － － －

計 10,672 2,010 253 12,936 12,936

セグメント利益 403 219 190 813 813

(注) セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年７月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント 中間連結損益
計算書計上額

(注)食品 外食 エネルギー 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 12,154 2,149 245 14,550 14,550

外部顧客への売上高 12,154 2,149 245 14,550 14,550

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ － － － －

計 12,154 2,149 245 14,550 14,550

セグメント利益 1,447 192 187 1,828 1,828

(注) セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


